
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月12日

上場会社名 株式会社 オプトロム 上場取引所   名証セントレックス 

コード番号 7824 ＵＲＬ  http://www.optrom.co.jp 

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）三浦 一博 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役管理部長 （氏名）佐藤 政治 （ＴＥＬ）  (022)392-3711 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月12日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  766     31.4  3     －  △12     －  △8     － 

22年３月期第１四半期  583     －  △8     －  △23     －  △16     － 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △0  43     －    －

22年３月期第１四半期  △0  89     －    －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  2,555  619  24.2  30  49

22年３月期  2,583  627  24.2  30  86

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 617百万円 22年３月期 625百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期     －        0 00     －      0 00  0  00

23年３月期     －      

23年３月期（予想）  0 00     －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  1,560 30.5  76     －  36     －  34     －  1  72

通期  3,336   23.8  222     －  142     －  139     －  6  86



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。 

 なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビューは終了して

おります。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資

料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 20,256,000株 22年３月期 20,256,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 766株 22年３月期 766株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 20,255,234株 22年３月期１Ｑ 18,319,234株

















 当社グループは、３期連続の経常損失、当期純損失であり、当第１四半期連結累計期間においても継続的に

経常損失、四半期純損失を計上したことから継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在して

います。 

 当社は、当該状況を解消すべく経営改善計画を再策定し、利益の黒字化を目標として、製造コストの削減の

継続的な実行、「Ｅ・ＣＯＯＬ」など新製品の販売強化と商品開発、及び安定的な商品供給と品質保証を目的

にした生産管理の強化により利益の増益を図って参ります。 

 しかし、このような経営改善計画を中心とした対応策を当社は進めておりますが、デジタルコンテンツ事業

に関連するＣＤ市場の緩やかな減少傾向や固定資産の減損損失の発生、主原料の市況変動、及び環境エネルギ

ー事業に関連する海外の仕入先への集中・依存、海外の市況変動による影響など、当社における事業等のリス

クを考慮した場合、シンジケート・ローン契約の財務制限条項に抵触する可能性があり、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映していません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要製品 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
デジタルコン
テンツ事業 
（千円） 

環境エネルギ
ー事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  565,588  17,715  583,303 －  583,303

(2) 
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  － －  －

    計  565,588    17,715    583,303 －  583,303

営業利益又は営業損失（△）  34,326  △30,343  3,983  (12,153)  △8,170

事業区分 主要製品 

デジタルコンテンツ事業 音楽用ＣＤ、教材用ＣＤ、映像用ＤＶＤ 

環境エネルギー事業   

長寿命節鉛バッテリーの開発・製造・販売 

バッテリーの販売  

蛍光管、照明器具の開発・製造・販売 

210ª0×0È0í0àÿ��7�8�2�4ÿ	0�^sb��2�3^t�3g�g�0�{,�1VÛSJg�0�lz{—wíOá

－8－



【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

【セグメント情報】 

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、事業種類別に本部を置き、各事業本部は担当する事業について包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しており、「デジタルコンテンツ事業」、「Ｅ・ＣＯＯＬ事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。 

 「デジタルコンテンツ事業」は、音楽用ＣＤ、教材用ＣＤ、映像用ＤＶＤ等を製造・販売しております。

「Ｅ・ＣＯＯＬ事業」は、冷陰極蛍光管「Ｅ・ＣＯＯＬ」の開発・製造・販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バッテリー事業等が含まれ

ております。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△21,470千円は、主に報告セグメントに配分していない一般経費

等の全社費用であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額  
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 

(注)３ 

デジタル 
コンテンツ 

Ｅ・ＣＯＯＬ 計

売上高               

外部顧客への売上高 505,938 256,033 761,971 4,415 766,387 － 766,387 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － －  － － － － 

計 505,938 256,033 761,971 4,415 766,387 － 766,387 

セグメント利益又は 

損失(△) 
△25,859 53,511 27,651 △3,056 24,595 △21,470 3,124 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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